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Abstract 
In recent years, local governments establishing the same sex partnership certification 
system are gradually increasing. This system is based on ordinances or outlines. In 
November 2015, Shibuya-ku, Tokyo started certifying the relationship of same-sex 
couples as one of the measures of "a regulation promoting a society that respects gender 
equality and diversity in Shibuya-ku". Also on the same day, Setagaya-ku, Tokyo also 
introduced the same-sex partnership certification system by "Outline on the handling 
of the oath of Setagaya-ku partnership". As of December 2018, nine local governments, 
including Shibuya-ku and Setagaya-ku, are implementing the same-sex partnership 
certification system. In the background of this movement, consideration to the diversity 
of sex has been sought after in the 2000s in the plans and guidelines concerning the 
human rights of local governments and gender symbiosis. 
 In local governments, the revision of the system to support sexual minorities, 
including the same sex partnership certification system, has progressed. Also in private 
enterprises, services on sexual minorities, etc. are initiated for employees and 
customers. In addition, civic activities are becoming active. In addition, the local public 
entity introduces a system related to sexual minorities, which has turned into an 
environment where the parties are likely to raise their voice.  
By understanding diversity from the conference records of local governments, we can 
read the move towards a society where each employee can easily live. Therefore, from 
a viewpoint of sexual minority, a point of view respecting all people's SOGI is born.  
Key words : Sexual minority, LGBT, Same-sex Partnership certification system 
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実施 http://www.dentsu.co.jp/news/release/2015/0423-004032.html（いずれも 12月 26日最終閲覧） 
4 2015年 電通総研調べ http://www.dentsu.co.jp/ddl/（2018年 12月 26日最終閲覧） 
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（Pacte Civil de Solidarité）であるとまとめている。これらの諸制度には、性別や性的指向を
限定しないものもあるため、異性カップルか同性カップルかを問わず利用可能なこともある6。 






































































































































































                                                   
か⑤トランスジェンダーへの配慮があるか⑥LGBTコミュニティがあるか⑦採用選考に配慮されているか
⑧社外貢献活動をしているか http://jobrainbow.net/data-base（2018年 12月 24日最終閲覧） 
11 2017年 8月 21日読売新聞、東京朝刊、「ＬＧＢＴ配慮 企業が本格化 「配偶者」の定義拡大 結婚
祝い金支給」 
12 https://niji-recruiting.com/（2018年 12月 24日最終閲覧） 
13 「LGBTを含めた全ての子どもが、ありのままの自分で大人になれる社会を目指す」認定 NPO法人
ReBitが開催する RAINBOW CROSSING TOKYO http://www.lgbtcareer.org/（2018年 12月 24日最終
閲覧）や企業・行政を対象にした「LGBT研修」「コンサルティング」を中心に活動している on the 
Ground Projectが主催する Working Rainbow EXPO http://divercity-expo.com/（2018年 12月 24日最
終閲覧）などが挙げられる 
14 ラクチンきれいシューズ https://search-voi.0101.co.jp/voi/shop/velikoko/?cid=oio_voi_pc_top_product
_1（2018年 12月 26日最終閲覧）やラクチンきれいパンツ https://search-voi.0101.co.jp/voi/shop/ru/?ci
d=oio_voi_pc_top_product_2（2018年 12月 26日最終閲覧）などが例に上がる。 







































新聞の 2014 日 3 月 17 日の夕刊では「へぇな会社 多様な性 応援しています」というコラムが
                                                   
16 blurorange /ブローレンヂ - 公式 shop -  http://blurorange.jp/（2018年 12月 26日最終閲覧） 
17 2017年 10月 28日「男性がかわいいワンピースを着ても、いい。 性別や体型にとらわれない新ブラ
ンドの思い」より https://www.huffingtonpost.jp/2017/10/28/blurorange_a_23259073/?ec_carp=549647
468096209281（2018年 12月 26日最終閲覧） 
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札幌市から 2018 年 12 月時点までをセクシュアルマイノリティ政策進展期の後期として論じて
いく。 
 












して扱われたため、すぐに沈静化した。しかし 1991 年に異性間性交渉による HIV 感染の増加
が報じられると、翌年の 1992年に外国人女性を感染源として危険な存在とみなした、第 2次エ
イズパニックが起こった。 
 厚生省は 1994年に、国際疾病分類から同性愛を排除した WHO基準を採用している。さらに





















































立。http://www.occur.or.jp/（2018年 11月 25日最終閲覧） 
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http://www.peopledesign.or.jp/（2018年 6月 4日最終閲覧） 
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2015 年 1 月 20 日に検討会のまとめ役である海老原から桑原区長へ「渋谷区男女平等及び多
様性を尊重する社会を推進する条例」案を報告された。渋谷区の平成 27年度の当初予算のプレ
リリースが行われた 2015 年 2 月 12 日には「渋谷区が、同性カップルに『パートナーシップ証
明書』を発行する条例案を、3月の区議会で提出することを決定」というニュースが一斉に流れ





















                                                   
24 地域密着型の学びの場づくり（授業）、参加者同士の自発的な活動のサポート、まちづくり活動と情報
共有のいった取り組みを行う NPO法人 http://www.shibuya-univ.net/（2018年 11月 25日最終閲覧） 
25 文化、教育、健康、福祉の区民活動の拠点として、多様な文化活動の発表、鑑賞、参加の場を提供する
































































その後、2015 年 3 月 26 日の区議会総務区民委員会での採決は委員長を除く、自民 2、公明
２、民主 1、共産 1、無所属クラブ 1、無所属渋谷 1の計 8人で行われ、自民以外の 6人が賛成、
多数決の結果により、議会で採決が取られることとなった。 





































































































































2015 年 6 月 15 日の区長あいさつの中で、保坂区長はセクシュアルマイノリティのパートナ
ーシップを区で受け止める方法については、議会の意見を伺いながら、早期に結論を出していき
たいと述べている 
2015 年 7 月 29 日には「世田谷区パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱案」が区議
会に報告された。また、保坂区長は要綱について記者発表を行い、メディアによって大きく報じ
られた。 



































































 さらに 2015 年 2 月 27 日の定例会では前泊美紀市議から、大阪市淀川区と同様に、那覇市で
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26 国際ゲイ＆レズビアン旅行協会（The International Gay & Lesbian Travel Association IGLTA）は
1983年に設立された、LGBTQを歓迎する観光事業の世界有数のネットワークである。





（2018年 12月 25日最終閲覧） 
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 2015年 7月 19日、城間幹子市長より「性の多様性を尊重する都市・なは」宣言（レインボー
なは宣言）が発表された。これは全国で 2例目の LGBT支援宣言であった。 











































































 2016年 6月 16日の定例会では、前泊市議から LGBTの旅行を支援する、国際ゲイ＆レズビ


































































心になり、セクシュアルマイノリティについての議論を進めていた。2011 年から 2013 年の定
例会において、主に、HIV/AIDSやデート DVに関する議論を交わしていた。 

















                                                   

















 2016年 6月 6日の定例会で、来住区議が、同性パートナーシップ証明制度に関連することを
尋ねると髙橋政策室長は、同性パートナーシップ証明制度は、法律に保護する権利の内容が国の
制度では保障されるものではないため、考えていないと答えている。 










 2017年 11月 28日の定例会では、来住区議が、渋谷区のパートナーシップ証明実態調査報告











                                                   
29 渋谷区パートナーシップ証明 実態調査 報告書が web上に公開されている https://www.city.shibuya.t
okyo.jp/assets/com/partnership_hokoku29b.pdf（2019年 3月 10日最終閲覧） 
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る。6 月 12 日には、中野区の同性パートナーシップ証明制度の導入についての意見会が開催さ
れた。 
























 また 2018年 7月 3日の定例会では、石坂区議から同性パートナーシップ証明制度がユニバー
サルデザイン推進計画でどのように位置付けていくのか、また事業所や区民全体の普及啓発を
どのように進めていくのか質問があった。これに対して、酒井区長は、ユニバーサルデザイン推
                                                   
30 朝日新聞、2018年 5月 10日夕刊、「中野区も性的少数者カップル認定」 
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 中野区では、2018年 8月 20日より同性パートナーシップ証明制度が施行されている。 
 
５-３-３．北海道札幌市 
北海道札幌市では 2016年 2月 29日、「札幌でも同性パートナーシップの制度化を求めます！」


















2016年 4月 7日付の北海道本社の朝日新聞には「札幌に同性カップル認定制を 性的少数者
や弁護士ら署名運動」と報道されている。この時点では約 60人分の署名が集まっていたようだ。
















 2017 年 2 月 21 日の定例会では、秋元市長は、セクシュアルマイノリティに関する支援を進


























る。ちなみに、この会が 2018年 6月 14日までに同性パートナーシップ証明制度導入を求めて、
一斉に請願書を出した地方公共団体は 28 団体32である。この動きを鈴木は「夏の陣」と称し、
次の「秋の陣」に向けた成果報告会が 2018 年 7 月 29 日に開かれた。この会では一斉請願の状
                                                   





































































































































































































































針間克己（2016）、「セクシュアリティと LGBT」『こころの科学』第 189巻、pp.8-13。 
藤谷祐太（2008）、「トラブルを起こす／トラブルになる―1990年「府中青年の家同性愛者差別事件」と 1
991年から 1997年の「府中青年の家裁判」を事例として―」『Core Ethics』第 4巻、pp.319-332。 
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上川あや（2016）「世田谷区における性的少数者支援への取り組み」『こころの科学』第 189巻、pp.54-57。 
NHK Eテレ、2018年 5月 1日放送、「“ふうふ”の証明～同性パートナーシップ制度はいま～」 






















読売新聞、2000 年 6 月 1 日朝刊、「［公共トイレ考］（３）トイレ弱者への配慮 質量両面での整備を（連
載）」 
読売新聞、2015 年 3 月 27 日朝刊「『同性カップル証明』賛否 渋谷区議会 委員会が可決 『世界の人権
保障の流れ』『拙速極まりない』」 
読売新聞、2015年 4月 1日朝刊「同性カップル条例 成立 渋谷区、今秋にも証明書」 
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根拠に関連する制度等  世田谷区男女共同参画の理念に基づく 
世田谷区男女共同参画と多文化共生を推進す
る条例の第 8条第 1項第 5号に規定する支援
に係る施策 































発行されるもの パートナーシップ証明書 パートナーシップ宣誓書受領証 
宣誓書の写し 
効果 法律上の効果はなし 法律上の効果はなし 
その他 長期保存 宣誓書を 10年保存 
申請窓口 住民戸籍課窓口 人権・男女共同参画担当課 
郵送 不可 不可 
開始日 2015年 11月 2015年 11月 










根拠に関連する制度等 伊賀市総合計画 第 2次宝塚市人権教育 
人権啓発基本方針 

































効果 法律上の効果はなし 法律上の効果はなし 
その他   




開始日 2016年 4月 2016年 6月 

















対象の定義 戸籍上の性別が同じである 2人 典型的とされていない性自認や性的指
向を持つ人 


























発行までにかかる費用 住民票抄本発行費 300円 
戸籍抄本の発行費 450円 
住民票代 
発行されるもの 那覇市パートナーシップ登録証明書 パートナーシップ宣誓書受領証 
宣誓書の写し 
効果 法律上の効果はなし 法律上の効果はなし 
その他 通称名の使用が可能 宣誓書の保存期間は 10年 
通称名の使用は要相談 
パートナーシップ宣誓書受領カード 
申請窓口 平和交流・男女参画課 男女共同参画課 
開始日 2016年 7月 17日 2017年 6月 1日 

















































持ち物 本人が確認できるもの 本人が確認できるもの 
手続き方法 二人で、市の職員の面前で宣誓書を記入  














申請窓口 人権推進課 大阪市人権啓発・相談センター 






































開始日 2018年 8月 20日 
利用者数  






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内容 内容 内容 内容 内容内容 内容 内容 内容 内容内容

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































す。中野区でもＳＯＧＩ（Sexual Orientation & 　Gender
Identity）つまり、性的指向及び性自認によるマイノリティで
ある性的マイノリティ ・ＬＧＢＴについて、今年度、区内当
事者団体との連携による中野区共催での区民向けのシンポジウ
ムや係長６年目研修が行われました。シンポジウムに参加をさ
れた区民の反応や、シンポジウムや係長６年目研修に参加をさ
れた区の職員の啓発における成果はいかがでしたでしょうか。
特に、区の職員に関しては、単なる知識を得るだけでなく、
日々の仕事の中で得たものを生かしていくことが必要になると
思われます。今後どのような効果を期待されていますでしょう
か。
　また、こうした知る機会をふやしていくためにも、啓発の機
会や職員研修は継続的に行う必要があると考えますが、いかが
お考えでしょうか。今後レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、
トランスジェンダーの人やその他の性的マイノリティ への取
り組みをしっかりと引き続き進めていただけますよう要望しつ
つ、次の質問に移ります。
　
ビスを受けられるユニバーサルデザインのまちづくりが重要と
なってきていると考えております。そのためには、行政だけで
なく、区民、事業者らの多様な主体による取り組みが必要であ
ると考えております。このような考えを踏まえて、推進計画の
策定や条例等を検討してまいりたいと考えております。
　審議会の構成についてであります。ユニバーサルデザインに
係る審議会については、関係団体からの推薦や学識経験者を含
めた委員構成を想定しております。審議会を進めていくに当
たっては、さまざまな方々との意見交換等も検討したいと考え
ております。
　区民向けのシンポジウム、あるいは係長６年目研修を受けた
区の職員の啓発効果などについてであります。区民向けシンポ
ジウムに参加した方は１２０人、また、その際のアンケート回
収率はほぼ１００％でありまして、これについては区民の関心
度が高く、啓発効果があったと考えております。人権研修を受
講した職員、これにつきましては、ＬＧＢＴなどに関する知識
を得ることの必要性、また、多様性に対する共感力の重要性等
を認識することができたとの感想が多かったところから、各職
場の中でこうしたことが生かされていくものと考えておりま
す。今後とも区内のＮＰＯ団体との連携を図りながら、ＬＧＢ
Ｔ・性的マイノリティ に対する区民、職員の理解を深める取
り組みを継続的に行っていきたいと考えております。
 
　　
　
　
 
　
が他の住宅に転居することをあっ旋し、福祉の増進を図ること
を目的としています。本要綱は、ＬＧＢＴの当事者も対象にな
ると区は説明していますが、当事者の多くがそのことを知りま
せん。要綱には当事者が対象となることが記されていなからで
す。対象とするのであるならば、要綱にその旨をきちんと書き
加え、広く周知すべきではないでしょうか。答弁を求めます。
2016/9/13 石坂わたる １、オリンピック・パラリンピックに関連した、バリアフリー
やユニバーサルデザインについて伺います。
　まず、オリンピック憲章についてです。オリンピック憲章で
は、人種、性別、性的指向、言語、宗教、国や社会のルーツな
どの理由で差別を受けることなく、憲章の定める権利や自由が
享受されなければならないとしています。
　本年８月２２日の朝日新聞オンライン記事によると、リオオ
リンピックでは５０人以上の選手がＬＧＢＴ であることを公
表して出場したとのことです。２０２０年東京オリンピック・
パラリンピックでは、障害をはじめ、さまざまな選手の参加が
予測されます。当然競技を見に来る側にもオリンピック憲章で
例示列挙をされているような方々や障害、民族、国籍、性自認
などについてさまざまな人がいます。区は、そうした観点で、
更衣室を含むスポーツ施設に関し、障害や性自認などに限らず
誰もが利用しやすい施設整備や運用、さまざまな人に対する人
権意識の啓発などについて、オリンピック前はもちろんのこ
と、レガシーの一つとしてオリンピック後にも継続的に進める
考えをお持ちでしょうか。
　また、オリンピックやパラリンピックを契機とした相互理解
の推進について、さまざまなハンディキャップや社会的な不利
を抱えている、あるいは不遇な人が頑張っていて偉いというよ
うな感動ドラマに浸って終わるのではなく、日常生活ですれ違
う人の多様性、例えば、身体だけでなく知的・発達・精神の障
害や日本で暮らす外国籍の人、その他、先ほど例示列挙をした
方々などにもオリンピック憲章の精神に基づき意識が向けられ
るような取り組みも求められますが、いかがお考えでしょう
か。
　次に、車椅子競技について伺います。具体的にウィルチェア
ラグビーについて伺います。
　この競技は、車椅子ラグビーとも呼ばれ、２０００年のシド
ニーパラリンピックから公式種目になり、１９９７年には日本
ウィルチェアラグビー連盟も設立されています。しかし、車椅
子が床を傷めるなどとの理由で練習場所が確保できず、その結
果、東京に本拠地を置くチームがありません。また、渋谷区が
区内で行われるパラリンピック競技の日本代表に練習場所を提
供する方針のため、ウィルチェアラグビーも渋谷区のスポーツ
センターが使えるようになりました。しかし、オリンピック後
の将来を見据えた練習場所の確保には至っていません。新中野
体育館はオリンピックやパラリンピックの練習場所としても意
識され、アリーナの床は障害者スポーツも意識されたものにな
るそうですが、新中野体育館につき、パラリンピックに向けた
渋谷の体育館を補うウィルチェアラグビーの日本チームの練習
場所や、パラリンピック後も東京でのウィルチェアラグビー
チームが利用できる体育館としての活用方法なども検討されて
はいかがでしょうか。
　なお、スポーツ・文化施設について、施設周辺を含めたバリ
アアリー化や障害児・者が利用しやすい料金設定などを含むア
クセス性の向上も要望しつつ、次の質問に移ります。
　性別・ＳＯＧＩ、ソジやソギとも言いますけども、性的指
向・性自認に関する犯罪・暴力の予防やユニバーサルデザイン
について伺います。
　平成２７年度、中野区の犯罪被害の窓口には４２件の相談が
あり、うち７件が性犯罪、３件がＤＶだったそうです。夫婦間
やカップル間のＤＶ（ドメスティックバイオレンス）には身体
的な暴力のほかに、言葉で相手を脅かす精神的暴力、相手を束
縛する社会的暴力や経済的暴力、避妊に協力をしないなどの性
的暴力があります。被害者側でノーという意思や逃げるという
選択ができない状況やＤＶであることに気づけない精神状態に
陥っている場合もあります。また、同性間ＤＶやＤＶの被害を
受ける側が性同一性障害などの場合もあります。そして、その
支配の背景には過剰過ぎる性差意識や腕力で女性に勝る男性の
おごり、あるいは性に関する差別的な意識が根底にある場合が
少なくありません。
　横浜市にある「認定ＮＰＯ法人エンパワメントかながわ」で
は、中学生向け、高校生向け、大学生向け、大人向けのデート
ＤＶ予防プログラムを作成し、デートＤＶ予防プログラム実施
者や電話相談員の養成を行っています。
　中野区では、ユニバーサルデザインで目指すべき姿として、
年齢、性別、身体能力、国籍等のさまざまな特性を持つ人がい
ることを前提としたまちづくりが進むことにより、全ての人が
安心・安全で快適に暮らすことができていますということも掲
げています。今後、ユニバーサルデザイン推進条例や推進計画
を策定する際、性別・性的指向・性自認に起因する暴力や犯罪
を予防、早期発見し、そうした行為を許さない女性に関する人
権意識の涵養や被害に遭いそうな場合を含めた相談や逃げ込み
ができる窓口の明確化や周知、関連する部署との連携強化など
の必要性についていかがお考えでしょうか。
　３番目として、見え難く気づきにくい障がいや[3]ＬＧＢＴ
への合理的配慮やユニバーサルデザインについて伺います。
　２００１年に台東区で短大生が殺害された事件がありまし
た。その事件の加害者は発達障害を抱えていたとされていま
す。２０年以上前から自閉症や知的障害者の裁判で弁護活動を
してきた副島洋明弁護士は、この事件に関し、加害者の生育歴
を見ると、発達障害のゆえに徹底的にいじめられ傷つけられて
いた。しかも、普通だったらとうに自殺していておかしくない
極貧の状況下で辛抱強く生きてきた。追いつめられる前に
ちょっとでも相談できる人がいたら、コミュニケーションに飢
えていなかったら、あの事件はなかったと思いますと述べてい
ます。また、２００９年、牧野麻由子氏らは新潟医学会雑誌に
て、ＨＩＶ感染者はさまざま心理社会的課題について悩みを抱
いており、抑うつ感や不安感を抱きやすいとの発表を行いまし
た。さらに、昨年８月には、ＳＮＳで同性愛者であることを暴
露された一橋大のロースクール生が自殺をする事件がありまし
た。しかし、発達障害イコール犯罪でも、同性愛者イコール自
殺でも、ＨＩＶイコール鬱でもありません。誰にも相談や気持
　
田中大輔
区長
性別・性的指向・性自認に関する犯罪暴力とユニバーサルデザ
インについてであります。
　女性暴力や犯罪予防とユニバーサルデザインについて。ＤＶ
被害や女性の人権問題に関する相談窓口や啓発については、男
女共同参画基本計画に基づいて現在進めているところでありま
す。人権問題等においては、時世の変化とともにさまざまな形
での対応が必要となってきております。そのことを踏まえて、
来年度、男女共同参画計画の改定においてさらなる人権意識の
向上に向けた取り組みや関連部署の連携強化などについて検討
をしていきたいと考えております。
　見えづらく気づきにくい障害やＬＧＢＴ への合理的配慮や
ユニバーサルデザインについてであります。ユニバーサルデザ
インの推進は、誰もが自由に社会参加が進むまちを目指し、目
指すべき将来像や基本方針等を検討し、これを実現するための
取り組みを進めていくものであります。周囲から困難が見えづ
らい人、こうした方々を含むさまざまな人に対する理解、促進
を図るなど、今後構築する区のユニバーサルデザインの理念に
沿った取り組みを行っていくことになると考えております。今
後、ユニバーサルデザインを進める中で、どこまでが合理的配
慮としてあるべきことなのかといった合理的配慮の範囲などに
ついても十分に議論を行っていく必要があると考えておりま
す。
田中大輔
区長
人権擁護について、一人ひとりの権利が守られ、あらゆる差別
を許さない地域社会を形成するためには、区は、個人や社会の
多様性を理解し、相互に尊重し合い、誰もがみずからの個性や
特徴、年齢、性別、思想信条、社会的少数派であることなどに
よって障壁を感じることなく活動ができるユニバーサルデザイ
ンのまちづくりを進めることとしております。こうした考えか
ら、家庭、学校、職場、地域など身近なところでの啓発活動を
行い、多様性の理解促進を進めているところであります。
　ユニバーサルデザインについて。ユニバーサルデザインの取
り組みについては、誰もが自由に社会参加が進むまちの実現を
目指し、まちのインフラや制度を誰もが使いやすいように設計
していくことを目的とするものであります。区としては、マ
ジョリティーやマイノリティーとして捉えるのではなく、さま
ざまな人々の相互理解を図りながら取り組みを進めていくもの
と考えております。今後、ユニバーサルデザインの審議会の答
申を踏まえながら、その取り組みを進めていきたいと考えてお
ります。
　
　
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ちの吐露ができず、外から気づかれないことを要因とする自己
肯定感の低下や情緒不安定を避けることが必要です。そのため
には本人が自己受容をしやすい環境の整備、そして家族や周囲
が早期に気づいて受容的な支援の手を伸ばせることが必要で
す。
　「見えにくい」という点においては、ほかにも、日本風の通
称を持つアジア系の外国人、初期の認知症、軽度の知的障害、
精神障害、高次脳機能障害、内部障害などもあります。また、
障害としての認定が得られるかどうかのぎりぎりの状況でさま
ざまな困難を抱えている人もいます。周囲に伝えにくく、また
周囲から見えづらい困難、周囲から理解されにくい困難、時に
は本人が自覚すらしていない場合すらある困難については、困
難の原因やそれを抱えている人の属性にかかわらず、必要な人
が必要なときに必要な支援や配慮が得られるようにしておくこ
と、そして社会における少数者だけでなく全ての人、誰もが安
心して自己肯定感を高められる環境をつくることが必要です。
中野区における合理的配慮を含むユニバーサルデザインの推進
も、このような必要性を踏まえて行うという理解でよろしいで
しょうか。
　
　  
ここからはＬＧＢＴを含む性的マイノリティ ーに関して伺いま
す。
　理解促進なしの政策推進は、結果的に最悪な事態を発生させ
かねないということは先ほど言いましたが、今後、ユニバーサ
ルデザインなどで性的マイノリティ ーを考慮すべきという意見
がありますが、例えば多目的トイレであれば、性的マイノリ
ティ ー専用のトイレをつくるのか、どの観点で何種類つくる
べきなのか、そんな議論があるかもしれませんが、性的マイノ
リティ ーの方々が求めてはいないようです。トイレ利用がい
わゆるカミングアウトになってしまうために設置を断念した自
治体もあると伺っています。カミングアウトしたくないという
人がたくさんいるというわけです。
　諸外国においては、ジェンダーレストイレなどの導入もあ
り、個室をふやすという方策などもあります。ことし４月に自
民党「性的指向・性自認に関する特命委員会」が出した基本方
針では、「カムアウトする必要のない社会」をつくることを掲
げております。ユニバーサルデザインの中に健常者も利用して
いい風潮を盛り込むことで、多目的トイレは性的マイノリティ
ーの方々も利用しやすくなっていくと、そういった考えもある
　
　
　
 
 
 
 
 
　  
　  
加藤たくま2016/11/28
2016/11/25 甲田ゆり子 （１）多様性を尊重する教育行政について伺います。
　１点目に、現在、２０人に１人はいると言われている、性的
少数者 ＬＧＢＴへの理解教育については今後真剣に検討すべ
きと考えます。つい先日も、同性に告白した学生が心ない吹聴
をされたことで自殺に至ったとの報道がありました。思春期に
なり、自身の性について悩み苦しんでいる生徒がかなりいると
思います。教員が気づいてからでは遅い場合があります。
　そこで伺います。ＬＧＢＴに対する人権教育プログラム、校
長会の通知にはどのように対応していくことを主旨としている
のでしょうか。伺います。
　教員がもし生徒から相談を受けたときに、まずどのように対
応するか、徹底はされているのでしょうか。また、そういう生
徒がいると感じ取った場合の対応はどうされるのでしょうか。
伺います。
　倉敷市の小・中学校が９月より性の多様性について考える授
業を始めたとの報道がありました。そのころに芽生える差別意
識の目を摘むため、やはり学校教育の中で教員があえて取り入
れていくことが大切と考えます。倉敷市では、唐突にＬＧＢＴ
の授業をすると児童・生徒が教室内で当事者を探す恐れがある
との助言を受け、性的少数者 を扱う前に、人の考え方などの
多様性に関する内容の授業も行い、工夫をしているとのことで
す。少数でも自分を否定せず、自信を持って大丈夫というメッ
セージを伝えるだけでも安心につながります。
　また、もう一つの手段としては当事者の体験談を聞く機会で
す。先日、私は、「普通」を考える図書館・ヒューマンライブ
ラリーというイベントがあるのを知りました。マイノリティー
というだけで偏見を持ってしまいそうな「人」を本のように貸
し出して、体験談を話してもらうという面白い企画です。毎
年、明治大学中野キャンパスで開催されています。そこにはＬ
ＧＢＴの代表として石坂わたる議員も「本」として用意され、
既に３回話をしているそうです。これまであまり知らなかった
マイノリティーの方の体験談を聞き知ることは、触発を受け、
偏見、差別から親近感へと変わる機会を得られます。例えば、
このような企画を使って外部講師に登場していただき、ＬＧＢ
Ｔの理解を深めることも可能であると考えますが、いかがで
しょうか。伺います。
　また２点目に、親が離婚、再婚などにより血縁関係のないス
テップファミリーについても差別がないように教育現場でも後
押しをすべきです。いろいろな家族のあり方があってよい、こ
れも生き方の違いや尊さを認め合う理解教育となり、ひとり親
家庭などもふえている中、とても大切と考えます。
　私の友人の里親さんが、小学４年生の里子とともに、みずか
ら先生に頼んで授業の中で体験発表をさせてもらい、クラス内
にあった偏見や差別意識を未然に防いだことを伺いました。さ
らに、その体験談を聞いた後、数人の生徒が手を挙げて、「実
はうちもお父さんは実親ではない」「うちもひとり親家庭だ」
などみずから言う子もいたそうです。「そういう家庭も全然あ
りだよ」と肯定し合う雰囲気が生まれたという話を聞き、感動
しました。このように体験を聞く教育は多様性を学ぶ機会の一
助となり、できるところから取り入れる選択肢を情報提供して
ほしいと考えますが、いかがでしょうか。伺います。
田辺裕子
教育長
人権教育プログラムでは、いわゆる性同一性障害等について、
人権課題の一つとして取り組むこととしておりまして、これを
踏まえ、教員の正しい理解に基づき、多様性を踏まえ一人ひと
りの人権を尊重する旨の周知を行ったところでございます。
　次に、生徒からの相談や教員の気づきがあった場合の対応に
ついてです。文部科学省の通知を踏まえ、児童・生徒の性同一
性障害等についての悩みの相談や教員の気づきがあった場合
は、まずは児童・生徒の心情に寄り添い、共感することから相
談等を進めることとしております。また、校内の支援体制を整
え、組織的な対応を行うとともに、関係機関との連携を図るこ
ととしてございます。
　続きまして、当事者からの体験談を聞く機会についての御質
問です。性同一性障害やステップファミリーなどの家庭など、
内面的な悩みを抱える児童・生徒については、その実情を踏ま
え取り組むことが重要であると考えています。体験談を聞く取
り組みについては、児童・生徒の発達段階を踏まえ、適切な対
応を図ることが必要なことから、各学校の取り組みの中で判断
をすることとしてございます。
　田辺裕子
教育長
人権擁護施策のうち、性的マイノリティ ーに関する教育環境
についての御質問にお答えをいたします。性同一性障害も含む
性的マイノリティ ーについては、児童生徒の実情や発達段階
を踏まえて、人権教育の中で指導していく必要があると認識を
してございます。児童生徒に対しましては、児童生徒の信条に
寄り添い共感することから対応を進め、誰もが性的マイノリ
ティ ーについても相談しやすい校内環境をつくってまいりま
す。また、校内の支援体制につきましても、組織的な対応が図
られるよう整えるとともに、関係機関との連携も図れるように
してまいります。
 
　
 
 
 
　
のではないでしょうか。
　そこで、ＬＧＢＴを含めたマイノリティーを考慮したユニ
バーサルデザインのあり方について、区の御見解をお伺いしま
す。
　次に、学校教育に関しまして質問させていただきます。
　さまざまな人権教育を教える機会が学校教育にありますが、
性的マイノリティ ーに関しては非常にセンシティブに取り扱う
べき内容だと考えております。といいますのは、この性的マイ
ノリティ ーにおきまして、学術研究では、まだ先天性のある
ものなのか後天性のものなのかということが１００％明らかに
なっているわけではありません。自分の性を自覚し切れていな
い幼少期の段階で性的マイノリティ ーの教育をすることで、
性的マイノリティ ーになることを助長させる可能性もあるの
ではないかと考えております。教育としては、性的マイノリ
ティ ーに関して、どの時期、またタイミング、その内容につい
て教えていくのか非常に難しいと思いますし、そのことに関し
ましては今後研究していっていただきたいと考えております。
　それよりも、性的マイノリティ ーの方々が言っておられる
のは、そういった性的なところに関して違和感がある子どもが
逃げ込める場所が欲しいと訴えているということです。トイレ
と同様、マイノリティーの方々のみだけではなく、誰もがカウ
ンセラーと面会しやすい環境づくりが全てのマイノリティーの
救いの場になると考えます。
　そこで伺いますが、性的マイノリティ ーに関する教育環境
をどのようにしていくべきか、区の見解をお教えください。
2017/6/5 １、観光のユニバーサルデザインであるユニバーサルツーリズ
ムについて伺います。
　ユニバーサルツーリズムとは、全ての人が楽しめるようにつ
くられた旅行で、外国人や高齢者、障害者、乳幼児連れ及び妊
産婦を含む女性、ＬＧＢＴ など、誰もが気兼ねなく参加でき
る旅行を意味します。また、オリンピック・パラリンピック時
には、海外から、外国人であり、なおかつ高齢者、障害者、乳
幼児親子、ＬＧＢＴ であるというような方が多数観光に来る
可能性が高いと思われます。
　浜松市では、オリンピック・パラリンピックを視野に入れ
て、平成２８年度から、誰もが訪れやすく暮らしやすいまちづ
くりを推進するため、観光・サービス事業者がユニバーサル
ツーリズムへの理解を深め、受け入れ環境整備に向け取り組む
動機づけを行うとしています。
　また、京都市では、みやこユニバーサルデザイン推進条例の
第８条で、観光旅行者その他の滞在者は、みやこユニバーサル
デザインに関する理解を深め、その推進に積極的な役割を果た
すものとし、観光で京都に訪れる人にも理解や役割を求めてい
ます。
　そして、国の国土交通省総合政策局や観光庁も、障害をはじ
めとする配慮が必要な旅行者の受け入れがトラブルの種になる
のではないかといった不安に対し、観光のユニバーサルデザイ
ン化の推進が日ごろからのさまざまな配慮を必要とする人の受
け入れを可能とし、新たな地域観光の需要を生み出すとしてい
ます。
　こうしたユニバーサルツーリズムについて、具体的には中野
区で暮らす当事者だけではなく、観光やその他の目的で中野区
に訪れる来街当事者の声を聞きながら、次のようなことを行う
ことが必要ではないでしょうか。
　まず、イスラム圏の人でも安心して食べられるハラール食の
提供や、外国人はもちろん、高齢者、障害者、子育て世代、外
国人、ＬＧＢＴ 、妊婦を含む女性に対して偏見のない理解を
し、配慮やサポートができる接客対応等を可能とする研修や啓
発の機会を事業所などに対して行うことが必要であると思われ
ますが、いかがお考えでしょうか。
　そして、授乳や乳幼児はもちろんのこと、障害児のおむつ交
換ができる場所、公共施設や大型店舗やコンビニエンスストア
等で多目的トイレ・オストメイト対応のトイレがある施設につ
いての情報を集約化してデータベース化を行い、オンラインや
紙媒体で来街者に知ってもらえたり、ここに問い合わせれば当
該地域での観光を楽しむ上で必要となるバリアフリー情報は全
てわかるといった、旅行者の志向や行動に即した、総合的で利
用しやすい情報提供ができるようにする工夫を民間事業者と協
力をしながら行うことが必要であると考えますが、いかがお考
えでしょうか。
　二つ目としまして、家庭生活を支える委任契約と公正証書に
ついて伺います。
　家庭構成の多様化が進み、少子高齢化による身近な人がいな
い単身高齢者もふえている状況下での家庭生活におけるニーズ
や、いざ支援が必要になった場合のニーズも多様化していま
す。そうした中で状況に応じた公正証書の活用を考えていくべ
きです。
　公正証書とは、公証人法に基づき、法務大臣に任命をされた
公証人が作成をする公文書です。この公証人は、裁判官や検察
官、法務局長などの経験がある法律の専門家であり、準公務員
です。また、公正証書には証明力があり、執行力を有してお
り、安全性や信頼性にすぐれています。
　そこで、愛情と信頼に基づいて共同生活を営んでいることを
明らかにし、両名の共同生活の維持、相互の療養看護及び相互
の財産の管理等を目的として、一方が任意代理権目録記載の事
務を委任し、その事務処理のための代理権を付与する意思を表
示し、相手方がその趣旨を理解した上で受諾するという契約を
双方で取り交わし、その内容を公証役場の公証人が両当事者の
陳述の趣旨を録取して作成をした財産管理等委任契約公正証書
にしたため、この公正証書の原本である正本に、「上記正本は
公証人役場において原本に基づき作成交付する」ということが
明記され公証人の署名押印がある場合。なおかつ、身上配慮や
健康状態の把握の努力や看護権を含む療養看護に関する特則な
どを公正証書本文部分に記載をしたり、代理権目録に「次の各
書類、印鑑、証書等の保管および委任事項処理のために必要な
範囲内の使用。登記済み権利証、実印、印鑑登録カード、年金
関係書類、遺言書、戸籍・住民票に関するもの、国民健康保
険・介護保険に関するもの、以上に関連する書類等」「転入・
転出の手続に関する事項」「医療に関する契約及び介護契約そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石坂わたる 戸辺眞
区民サービス
管理部長
私からは、家庭生活を支える委任契約と公正証書についてお答
えいたします。
　委任状ではなく、公正証書による手続という御質問でござい
ます。公正証書は、公証人法に基づき、当事者や関係人の嘱託
により法律行為や司法上の権利に関する事実について作成した
文書でありまして、委任状と同等以上の効力があると認識して
ございます。区の窓口では、戸籍謄本等の証明書や転入・転出
の手続、国民健康保険証等の発行について、公正証書に本人か
ら委任された事項として明確な記載があれば委任状にかえて手
続することは可能であると考えてございます。
　なお、御質問で挙げられました他の業務につきましては、委
任状を求めておりませんので公正証書はもとより必要ございま
せん。
　次に、同性カップル等の世帯の取り扱いについての御質問で
す。住民票は世帯の居住関係を公証するものであることから、
住民登録は原則として親族関係にある者を同一世帯としている
ところでございます。親族関係にないものを例外的に同一世帯
とする場合は、近々婚姻届を提出することが確実な場合である
とか、離婚により親族関係がなくなった元夫、元妻のいずれか
の表記を同居人とするような場合、事実上の養子について縁故
者として世帯の認定をするなど、限定的に取り扱っているとこ
ろでございます。仮に親族関係にない者について広く同居人、
縁故者とした場合、居住実態の把握が難しく、原則として親族
関係にあり、同住所に居住し、かつ同一生計である場合に同一
世帯として住民登録をしてございます。
　しかしながら、区民のライフスタイルにつきましては多様化
していることから、適切な世帯認定のあり方について検討して
まいりたいと考えてございます。
　次に、別居親族など、さまざまな関係における委任について
の御質問です。委任者と受任者との関係性にかかわらず、公正
証書の中で委任契約の内容について確認できれば、その効果に
つきましては委任状による手続と何ら変わるものではないと認
識してございます。
また、審議会答申では、条例の制定等に当たって「ユニバーサ
ルデザイン」という用語を定義する際には、「誰もが」「多様
な人が」という表現のみでなく、対象を明確にすべきだと述べ
られています。先日の総務委員会での報告議論の際にも指摘さ
せていただきましたが、現実の取り組みの上では特に力を入れ
て推進すべき事柄がある場合、対象を明記するということはあ
り得ることです。障害者差別解消法にしても、憲法で障害者に
も基本的人権が認められていることは明らかでありながら、あ
えてこうした法律が制定される背景には、社会参加などさまざ
まな場面で障害者への差別的な状況が改善されていないことが
あるからです。今、何を改善すべきなのか、それを明確にする
ためには対象を明確にする必要があります。ユニバーサルデザ
インの性質上、対象とすべき人々が変化し得ることに注意する
必要はありますが、審議会の答申でも触れられている、高齢
者、障害者、子育て世代、外国人、ＬＧＢＴ 、女性といった
対象となる人をしっかり明記すべきと考えます。中野区の見解
をお答えください。
　ユニバーサルデザインの考え方というのは、１回計画や目標
を決めて、それを達成したら終わりという単純なものではあり
ません。最初から１００点満点の決定版はできないかもしれな
いけど、今のデザインでは全体の９０％の人が使えるが、次は
９５％、その次は９７％と、着実に使える人をふやしていこう
とする姿勢、それこそがユニバーサルデザインの考え方です。
そのため、常に現在の状況を確認し、条例や計画の磨きをかけ
ていく必要があると考えます。そこで、３年や５年など一定の
期間で推進計画を見直すといった条項を条例に設けるべきだと
考えますが、いかがでしょうか。中野区の見解をお答えくださ
い。
　また、区内でユニバーサルデザインがどう実現されているか
について評価点検する仕組みをつくることも大事だと思いま
す。区では、庁内横断的な組織としてユニバーサルデザイン推
　
　
　  
　
　
　
羽鳥だいすけ2017/9/11 髙橋信一
政策室長
私からは、ユニバーサルデザイン推進条例についてお答えいた
します。
　初めに、不便を感じている人に対する区の認識はどうかとい
うことでございます。区は、インフラやサービスに限らず、区
民の声や各施策の担当窓口、さまざまな意識調査の実施等を通
じまして、区民の不満、困り事について十分に把握し認識して
いるところでございます。
　次に、人権としてのユニバーサルデザインでございます。ユ
ニバーサルデザインは、全ての人々が利用しやすいようあらか
じめ考慮して都市や生活環境を設計する考え方でございます。
その根底には人権の尊重も含まれていると認識してございま
す。現在検討を進めます、（仮称）中野区ユニバーサルデザイ
ン推進条例は、それを踏まえた上で、全ての人がそれぞれの意
欲や能力に応じて社会参加する、全員参加型社会などの実現を
目指していくものと想定しています。
　次に、条例で対象者を明記することについてでございます。
審議会においては、「ユニバーサルデザイン」という用語を定
義する際に、対象者や特性を明確にした上で具体的に列記すべ
きという御意見がございました。一方で、対象者を列記するこ
とにより、列記されていない人が対象にならないと捉えてしま
う懸念があるという御意見もございました。こうしたことを踏
まえまして、（仮称）中野区ユニバーサルデザイン推進条例に
おいては、「年齢、性別、個人の属性や考え方、行動特性等」
という表現を考えているところでございます。
家庭生活を支える委任契約と公正証書についてのうち、成年後
見制度に合わせた委任契約の周知につきましてお答えいたしま
す。
　認知症や知的障害などによりまして判断能力が十分でない区
民の権利と財産を守るため、成年後見支援センターでは成年後
見制度の周知や相談、市民後見人の育成に取り組んでおりま
す。自分の意思で自分の信頼できる方を後見人として指定する
ということは自分の老後の生活をしっかりと考え計画すること
につながるため、任意後見契約についての周知も引き続き行っ
てまいります。
　財産管理や身上監護などに関する委任契約は、判断能力に問
題がなくても、身体能力の低下によりさまざまな手続などが自
分でできなくなった際に有効な手段の一つとなりますので、今
後はその周知につきましても行っていきたいと考えておりま
す。
　
 
 
　
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
の他福祉サービス利用契約（施設系入所契約を含む）に関する
事項」「相手方の子の医療・保育・福祉等行政手続きに関する
一切の事項」「事務代行者の指定に関する事項」「以上の各事
項に関連する事項」と明記をしてある、こうした公正証書を作
成した場合について伺います。
　（１）として、公正証書による委任契約の効果について伺い
ます。
　同性カップル等がこうした公正証書を持参し、窓口の職員等
に提示をした場合、戸籍謄本や住民票の写しの発行、転入・転
出の手続、国民健康保険や介護保険に関する保険料の納付書の
発行や保険証の交付や再交付、認可保育所の入園手続、家族同
様の共同生活を送る者としての区民相談等の利用は可能でしょ
うか。
　（２）として、愛情と信頼に基づく共同生活と世帯の取り扱
いについて伺います。
　２３区の中野区を除く各区では、男性同士・女性同士の友人
同士あるいは同性カップルで同居をしている場合、あるいは同
居かつ家計を共にしている場合について、世帯主と同居人、あ
るいは世帯主と縁故者の関係で同一世帯として住民登録ができ
るようになっています。転出元の他区で同一世帯であったこと
を根拠に中野に転入する際に同一世帯で住民登録をできた方も
いますが、中野区では原則的には同性カップルとは同一住所で
別世帯という扱いになっているようです。
　相互に公正証書を作成し、正本の発行を受けるには１万円以
上の金額がかかるため、公正証書がなくても同性カップルが他
区と同様に同一世帯になれることが望ましいことは言うまでも
ありませんが、少なくともこうした公正証書を作成し、今後も
安定した関係性を構築する意思のあるカップルについては同一
世帯とできる取り扱いをすべきと考えますが、いかがでしょう
か。
　（３）として、男女の事実婚や独居高齢者などの場合につい
ても伺います。
　男女の事実婚の場合、未届けの夫や妻として同一世帯にして
いる方もいますが、別々の世帯にされている方もいます。ま
た、中には戸籍上婚姻をしている夫婦でも世帯分離をしている
方もいます。そして、認知症ではないために成年後見の制度は
使えないものの、目や耳や足腰が弱り、みずから役所に行くこ
とが難しい方などについて別居の親族が面倒を見ている場合も
あります。
　なお、日本公証人連合では、人間は年をとると、判断能力は
しっかりしていても、身体的能力の衰えによってだんだん自分
のことができなくなり、寝たきりになってしまえば幾ら預貯金
があってもお金をおろすこともできません。判断能力が衰えた
場合にのみ発動される任意後見契約だけでは不十分です。任意
後見契約だけでなく、通常の委任契約も組み合わせて締結して
おけば安心ですとしています。こうした場合にも記載の仕方は
若干変わる場合があると思いますが、先ほど述べたような公正
証書によって必要な事項を定めて記載をしておけば、先ほどと
同様なことが可能となり、同一世帯の夫婦や家族に準ずる関係
性であると見てもらい、最初に質問をした区の受付窓口での手
続や相談等を受けられると考えてよろしいでしょうか。
　（４）のその他で委任契約の周知について伺います。
　こうした委任契約公正証書について、中野公証役場に確認を
し、法律の専門家である公証人の方の話を伺いました。その都
度委任状を必要に応じてつくるやり方もあるが、必要になった
都度いちいち委任状を作成する負担を考えれば、包括的な委任
契約公正証書は有用性が高い。一度公正証書で作成した後は銀
行等の金融機関でも役所でも問題なく使えるものであり、公正
証書の作成時期にかかわらず効力を有するとのことでした。さ
らに、専門職後見人や市民後見人などによる後見制度について
徐々に幅広く知られるようになってきていますが、まだまだ元
気なうちから、事故による障害や老化による認知症に備えて、
任意後見人やその内容を公正証書による任意後見契約で決めて
おくことができることに加えて、通常の委任契約を結んでおい
たほうがよい例があることについても今後周知をしていくこと
が望ましいと考えますが、いかがでしょうか。
小田史子
健康福祉部長
　
　
　
　
　
現在、住宅に関し、住みかえ支援事業が事実婚状態の同性カッ
プルも制度の利用ができる仕組みである一方、区営住宅はいま
だに異性間カップル、同性間カップルの間に格差が残っていま
す。
　公営住宅法の第１条では、国及び地方公共団体が協力し住宅
を整備し、国民生活の安定と社会福祉の増進に寄与することを
目的と定め、同３条では、区域内の住宅事情に留意し、必要に
応じて公営住宅の供給を行う義務を地方公共団体に課していま
す。
　また、当初はファミリー向け住宅とされていた公営住宅は１
９８０年の改正で高齢者、身体障害者、生活保護の被受給者の
単身入居が可能となるなど、入居可能な対象は法改正のたびに
広げられてきました。２０１１年の改正からは、入居要件は自
治体ごとに定めることになり、公営住宅法からは同居親族要件
が削除されました。
　２０１４年の国連人権委員会の総括所見は、ＬＧＢＴ への
差別的規定である自治体レベルの公営住宅事業に関して、同性
カップルに適用される入居要件に残されている制限も取り除く
べきであると述べています。
　そして、中野区営住宅条例では、第６条１項で申込資格を、
第１号で「現に同居し又は同居しようとする親族（婚姻の届出
をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者その他婚姻の
予約者を含む。）があること」とし、第２号で所得制限を設
け、第３号で現に住宅に困窮していることが明らかな者である
こと、第４号で、契約者や同居者が暴力団員でないことを定め
ています。条例上は必ずしも同性カップルを排除しないものと
なっていますが、実際の募集要項では、世帯用は現に同居して
いる、または同居しようとしている親族がいること。内縁関係
の場合、住民票の続き柄の記載が「未届けの夫（または妻）」
となっており、戸籍上の配偶者がいないことという規定になっ
ています。将来にわたって婚姻をする予定のない事実婚の男女
のカップルでも区営住宅に入居できる反面、婚姻することがで
きない事実婚の同性カップルの入居のみが暴力団と同様に入居
ができない扱いとなっていることは問題であり、運用の変更ま
たは条例の改正が必要だと思われますが、いかがお考えでしょ
うか。
豊川士朗
都市基盤部長
区営住宅への同性同居人の入居についてでございます。区営住
宅への同性同居人の入居に関する取り扱いにつきましては、都
営住宅及び他区の状況等を踏まえながら、適切な運用のあり方
を検討してまいりたいと考えております。
2017/11/28 まず、（仮称）ユニバーサルデザイン推進条例について伺いま
す。
　第３回定例会において、羽鳥だいすけ議員が中野区ユニバー
サル推進審議会の答申のユニバーサルデザインで配慮すべき対
象者の具体例の列記を求めた質問に、「年齢、性別、個人の属
性や考え方、行動特性等」という表現を考えているとの答弁で
した。障害者差別解消法を新たに制度として法制化されるの
は、障害者の社会的参加をはじめ、人権擁護の不十分さと差別
的実態が改善されていないからではありませんか。現実に差別
や不利益を受けている、例えば、永住外国人は地方参政権もな
く、へイトスピーチに見られる差別言動にさらされています。
また、女性の権利でも、社会的参加、賃金格差等は歴然です。
　そこでお聞きします。誰に対してユニバーサルなまちをデザ
インしていくのか。ここが曖昧な条例では、制度の評価、検証
もできないではありませんか。審議会の中で出された意見は、
高齢者、障害者、子育て世代、外国人、ＬＧＢＴ 、女性があ
ります。また、本人の特性としては、年齢、性別、国籍、障害
の有無、性自認・性的指向が意見として挙げられました。これ
らの具体例を列記すべきではありませんか。答弁を求めます。
　世界エイズデーを前に、先日、区内で日本エイズ学会が開か
れました。１１月には、渋谷区パートナーシップ証明実態調査
　  
　
来住和行 髙橋信一
政策室長
次に、人権擁護におけますユニバーサルデザインの対象者の列
記についてでございます。ユニバーサルデザインは全ての人が
対象ということが基本であると考えているところでございま
す。このことを前提として現在検討を進めている条例において
は、年齢、性別、個人の属性や考え方、行動の特性などという
形でユニバーサルデザインを考える際に着目すべき項目を整理
し、列記しているところでございます。
　次に、ＬＧＢＴ の当事者の権利保障についてでございま
す。同性パートナー制度については、保護するとされる権利の
内容が国の制度で定められているものであり、条例等、自治体
の取り組みで対応できるものではないと考えているところでご
ざいます。
 
　
　
進担当が置かれたのだと思いますが、それだけでは日々ユニ
バーサルデザインの推進を図るのは困難です。
　佐賀県では、各部署にユニバーサルデザイン推進員として担
当者を配置し、県のユニバーサルデザインの取り組みを各部署
に伝えるとともに、各部署からユニバーサルデザイン推進部署
に情報を伝達する仕組みをつくりました。中野区でもユニバー
サルデザイン推進を機能させていくために、各部署にユニバー
サルデザイン推進員を置いて情報を吸い上げる仕組みが必要と
考えますが、中野区の見解をお答えください。
　また、日野市では、条例に白書をつくると規定をして、評価
点検の仕組みをつくっています。中野区でも、日野市での取り
組みのように、白書を作成し、公開することを検討してはいか
がでしょうか。
　高齢者や障害者、ＬＧＢＴ など、ユニバーサルデザインの
推進によって積極的な施策展開が必要だと思われる方々にとっ
て、社会参加への障壁となっていることに社会基盤の問題があ
ります。大抵の人にとって何てことのない段差でつまずいてし
まう、またホームドアがなくて転落してしまうかもしれないと
いう不安がある。あるいは、男女別のトイレしかなく、どちら
に入ればよいのか、その都度選択を迫られてしまうなど、さま
ざまな事態が考えられますが、どれも個人の努力で解消できる
ものではありません。
　審議会答申では、区（行政）の役割としてさまざまな人の社
会参加が促進されるインフラ等の社会基盤の整備を進めると述
べられていましたが、今回の骨子からその記述は消え失せてい
ます。このことも総務委員会で指摘させていただきましたが、
理念を実現するためには、「誰が」「何を」やらなければいけ
ないかを書かなければ責任の所在が曖昧になってしまいます。
区の責務として、都市基盤整備や公共施設の整備の際に、ユニ
バーサルデザインの観点から区が点検する仕組みを明記すべき
と考えますが、区の見解をお答えください。
　また、施設整備の分野では民間事業者の協力が欠かせませ
ん。骨子では、事業者の責務が述べられていますが、協力する
よう努める、理解が深まるよう努めるなど、事業者が何をすべ
きなのか、極めて曖昧です。そこで、民間事業者が施設整備を
する際に、ユニバーサルデザインに基づく事業計画の提出の制
度化を検討すべきではないでしょうか。
　この質問に限らず、区長の諮問に答えるべく議論した審議会
の意思を区民の意思として積極的に反映させていくべきです。
そのことを申し上げまして、この項の質問を終わりにさせてい
ただきます。
　
　
　
2017/9/13 石坂わたる
　　
 
　
報告会が区の主催で開かれました。その報告会で、条例化に
よって区民や区内企業の中で理解が進み、行政の姿勢が区民や
企業にも影響を及ぼしていることが報告されました。
　党議員団は、議会で再三ＬＧＢＴ について、中野区にも他
自治体を参考にした制度の検討を求めてきましたが、中野区は
ユニバーサル推進条例の検討の中でとの答弁に終始してきまし
た。
　お聞きします。先進的な自治体の成果に学び、中野区も当事
者の声を尊重し、中野区らしい制度を検討してはいかがでしょ
うか。答弁を求めます。
　  
次に、中野区パートナーシップ宣誓についてお聞きします。
　当区は５月、パートナーシップ宣誓に取り組む方針を発表
し、８月から受付を開始するとのことでした。宣誓書だけでな
く、希望するカップルには公正証書の受領証も交付するとのこ
とで大きなニュースとして取り上げられました。ＬＧＢＴ 施
策の大きな前進として評価するところです。中野区パートナー
シップ宣誓の考え方についての意見交換会には多くの方が参加
されていたと聞いています。時間いっぱい使い切って発言が相
次ぎ、さまざまな意見が交わされたとのことですから、この取
り組みをめぐって、当事者の皆さんには多くの意見や考え方が
あるということがうかがえます。中野区パートナーシップ宣誓
については、スタートしてからも、引き続き意見交換会を重ね
ることが重要ではないでしょうか。今後もこういった意見交換
会を開催する考えがあるのでしょうか、お伺いします。
　せっかくその宣誓書の受領証が手に入っても、それが何であ
るのか広く知られていなければ意味をなしません。とりわけ金
融機関、医療機関、不動産業界等、生活に直接かかわる業界に
は真っ先に周知をする必要があります。こうした業界に対しど
のように徹底を図るのか、お尋ねします。
　一番肝心なのは、地域の共同体がＬＧＢＴ カップルを丸ご
と認め受け入れることです。ＬＧＢＴ そのものが比較的新し
い概念であることから、中高年世帯には用語としても聞きなれ
ないものであるし、若い世代であっても誤解や偏見にまみれて
いることもあります。全区民的な啓発活動は、パートナーシッ
プ宣誓の大前提です。また、２０１３年に行われたＬＧＢＴ
の学校生活に関する実態調査では、性別違和のある男子の２
５％は小学校入学前に自覚があり、５０％が小学校卒業までに
自覚したと回答しています。子育てや学校教育の場で、早い段
階でＬＧＢＴ 教育を進める必要があるのではないでしょう
か。子どもも含めた全年代への啓発・教育について、これまで
以上の取り組みが必要になると考えます。区の認識をお伺いし
ます。あわせて、今後予定されている具体的な取り組みがあれ
ばお示しください。
いさ哲郎
2018/7/2
朝井めぐみ
政策室長
まず、パートナーシップ宣誓についての意見交換会の継続的な
開催についての御質問でございます。パートナーシップ宣誓の
取り組みにつきましては、当事者の方の間にもさまざまな考え
方や意見があることを認識しております。引き続き、区民の皆
さんと意見交換を行い、区として検討していく必要があると考
えております。
　続きまして、さまざまな業界に対する周知徹底についての御
質問についてでございます。区といたしまして、宣誓をした方
が宣誓書と受領書を提示することが想定されております不動産
事業者、医療機関、金融機関などに対しましては、取り組みの
目的なども含めて個別にお知らせなどを行うことを検討してお
ります。また、宣誓書と受領証の裏面には、受領証の提示を受
けた方にこの取り組みの目的などを御理解いただくための説明
文を添えることとしているところでございます。
　続きまして、子どもも含めて広く区民を対象としたＬＧＢＴ
教育や啓発についてでございます。ＬＧＢＴ について、子ど
もから大人まで区民の理解が広まることが重要と認識しており
ます。今年度、ユニバーサルデザイン推進のための区民向け啓
発冊子を作成する予定でございます。この中でＬＧＢＴ につ
いても理解が進むよう工夫をしてまいります。各小・中学校で
は、性同一性障害、性的指向につきまして人権課題として位置
付け、道徳、社会科、特別活動の時間で取り上げ理解を深める
取り組みを行っております。こうした普及啓発の取り組みを重
ねることで、ＬＧＢＴ を含めて多様な生き方、多様な個性や
価値観への理解が地域の中で広まっていくというふうに考えて
いるところでございます。
（３）として、ＳＯＧＩ（性的指向や性自認）について伺いま
す。
　中野区に事務所を持つ当事者団体であり、現在はＮＰＯ法人
になっている動くゲイとレズビアンの会「アカー」が東京都を
相手取った裁判をかつて行いまして、当事者団体が勝訴をした
際の判決の中で、行政当局としては、その職務を行うについて
少数者である同性愛者をも視野に入れたきめの細やかな配慮が
必要であり、同性愛者の権利・利益を十分に擁護することが要
請されているものというべきであって、無関心であったり、知
識がないということは、公権力の行使に当たる者として許され
ないと述べています。行政当局や公権力の行使に当たる者は、
新区長以下全ての行政職員を指しています。こうした問題に関
して対応が課せられています。
　その上で伺います。同性パートナーシップ制度の実施が８月
 
　
 
石坂わたる2018/7/3 酒井直人
区長
次に、ユニバーサルデザインの中で、パートナーシップ宣誓の
実施とユニバーサルデザイン推進計画での位置付けについての
御質問でございます。パートナーシップ宣誓については、現在
８月からの実施に向けて準備を進めているところでございま
す。本定例会で実施について報告を予定しております。ユニ
バーサルデザイン推進計画については、現在検討中でございま
す。パートナーシップ宣誓など、性の多様性への理解促進等の
取り組みについては、計画の中に位置付けて取り組みを進める
予定でございます。
　パートナーシップ宣誓実施に当たっての普及啓発でございま
す。宣誓をした方がパートナーシップ宣誓書等、受領証を提示
することが想定される不動産事業者、医療機関、金融機関など
に対しては、取り組みの目的なども含めて個別にお知らせする
などを検討しております。また、宣誓書等受領証の裏面には、
 
2018/2/20 平山英明 次に、ユニバーサルデザインの推進について伺います。
　性的マイノリティーに対する社会の認知は、日本は進んでい
るとは言えず、近年になって取り組みを始める自治体がやっと
出てきたばかりです。だからこそ、区が取り組むユニバーサル
デザイン条例の制定と、その後の取り組みに対する期待と要望
も強く、同じ悩みを持つ方々が積極的に声を上げてきていま
す。施政方針では、「ユニバーサルデザイン推進のための計画
策定」とありますが、条例制定後、策定予定の推進計画におい
て、ＬＧＢＴ の方々への理解促進と安心して中野に住み続け
られる取り組みを明確にするとともに、来年度からの区の公的
証書の発行など具体的事業を実施されてはいかがでしょうか。
伺います。
田中大輔
区長
次に、同性パートナーにかかわる公的証書の発行についてであ
ります。近年、同性パートナーにかかわる公的証書の発行を行
う自治体が出てきております。そのことによって、保険の受け
取り人の指定や住宅ローンなど、同性パートナーに対する便宜
が図られる例も見られるようになっているところであります。
区が民法など法的に保護すべき権利について条例で規定する、
このことはできないと考えております。しかし、現実に公的証
書等の発行によって一定の便宜が諮られる、このことについて
は、区としても取り組みを検討する意味があると考えておりま
す。公的証書等の発行などについて、条件や実効性等を見きわ
めながら検討していきたいと考えております。
同性パートナーシップ制度について区長にお伺いします。
　中野区パートナーシップ宣誓の考え方について、田中前区長
が、中野基本構想、中野区男女平等基本条例及び中野区ユニ
バーサルデザイン推進条例の理念に基づき、多様な生き方、個
性や価値観を受け入れることができる地域社会を実現すること
を目指し、当事者の方々から御意見を聞きながら推進してきた
施策です。全国七つの自治体が先進的に取り組んできた、いわ
ゆるパートナーシップ制度は、中野区が実施することで８自治
体、東京では３自治体となります。しかし、その内容は大きく
二つに分かれています。世田谷区などでは、同居して共同生活
を行うことを約束した同性パートナーが、パートナーシップに
あることを宣誓し、宣誓書等を提出した場合、受領証を交付す
るという宣誓受領方式です。一方、渋谷区などでは、公正証書
などの裏付け資料の確認までを要件としてパートナーシップ証
明を交付する方式をとっています。公的な実効性としては渋谷
区方式の方が高いと言えますが、広く普及の観点からは簡単に
手続が行える世田谷方式がよいという方もいます。中野区では
両方の選択ができる方式としたことで、これまで同性パート
ナーシップ制度を進めてきた他の自治体にはない先進的な制度
になり、全国から注目されています。制度の実施に向け、意見
交換会ではさまざまな意見が交わされたところです。区長はこ
の制度をどのように御認識され、今後どのように実施していく
のでしょうか。また、ユニバーサルデザイン推進計画にどう位
置付けて進めていくのでしょうか、あわせてお伺いします。
小林ぜんいち 酒井直人
区長
次に、パートナー宣誓の実施及びユニバーサルデザイン推進計
画での位置付けについての御質問でございます。現在、この
パートナーシップ宣誓について、制度は８月からの実施に向け
て準備を進めております。本定例会で実施について報告を予定
しているところでございます。ユニバーサルデザイン推進計画
については現在検討中でございます。パートナーシップ宣誓な
どＬＧＢＴ の方への理解促進等の取り組みについては、計画
の中に位置付けていく考えでございます。
　　
に予定をされている旨、総務委員会で既に報告がなされていま
す。また、同僚議員からも質問がありました。また、同性パー
トナーシップ制度を利用しないカップルや利用ができないカッ
プル、単身のＬＧＢＴ などを含めた困り事の解消、ＬＧＢＴ
が陥りやすく、一度陥ると脱しにくい貧困、メンタルヘルスの
悪化、ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）、虐待に関する相
談・対応、公共施設等における性同一性障害の人を含むトラン
スジェンダーの人が使いやすい更衣室やトイレの設置なども急
務の課題です。同性パートナーシップを当初の予定のスケ
ジュールで実施するとともに、それはゴールではなく、第一歩
としてユニバーサルデザイン推進計画でどう位置付けていくの
か、どう取り組みを進めていきますでしょうか。
　また、同性パートナーシップの周知はもちろんのことです
が、それだけにとどまらないＬＧＢＴ の困り事を解消し、Ｓ
ＯＧＩに関する性別や偏見を解消していく視点から、不動産業
者、大家さん、医療機関、その他事業所、区民全体の普及啓発
をどのように進めていくのか、制度開始が近づいている状況で
改めて伺います。
　
受領証の提示を受けた方にこの取り組みの目的などを御理解い
ただくための説明文を添えることとしております。この取り組
みのＰＲについては、区報や区のホームページを活用し、ＬＧ
ＢＴ の方の困り事や、差別や偏見の解消に努め、性の多様性
について広く区民、事業者の理解が進むよう工夫して行ってい
く予定でございます。
